
 

成瀬台中学校だより 
令和７年度－第２号－ 

Tel (042)728-6030  HP http://www.machida-tky.ed.jp/j-narusedai/ 

「生徒・教員一人一人が人権尊重・生命尊重の精神をもち、いじめ・不適切な言動のない学校」 
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令和７年５月３０日発行 

学校目標 
[自主]個性を生かし 自ら学び続ける人間 

[敬愛]自他を尊重し 思いやりのある人間 

[克己]困難に打ち克つ 心身ともにたくましい人間 

 

 
 

 

 
 

新緑競う五月。若葉が萌え、緑したたる季節です。紅葉の多様さと同じように、緑の多様さにも眼を惹かれます。

花々が咲き競い、春から初夏へ移り変わる活気あふれる様は、校庭で体育祭練習に励む生徒の元気な姿に重なりま

す。成瀬台小学校の東側の斜面には、ライラック（リラ）の花が見事です。   

「リラの花の強き匂にしばしゐてはかなきこともわれは願ひき」（柴生田稔）〔青の庭〕 

５月２６日（月）全校朝礼で講話から（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１４日（水）のニュースとして、質素な生活ぶりから「世界で一番貧しい大統領」とも呼ばれてきた南米ウルグア

イのホセ・ムヒカ元大統領が５月１３日に亡くなったことが報じられました。ドキュメンタリー映画『ムヒカ 世界でいち

ばん貧しい大統領から日本人へ』（2020年公開）でも紹介されているように、幼い頃にウルグアイに移住していた日

本人農業者から菊の栽培方法を学んだことなどから親日家でもあります。 

ムヒカ元大統領の言葉を紹介します。 

「幸せは、何かを持っていることではなく、何かになることだ。あなたが何かになろうと努力し、他者と共に生きるこ

とができるなら、それが本当の幸せだ。」 

この言葉は、体育祭に臨む皆さんにも通じるものです。勝ち負けだけとらわれず、自分自身が「全力で取り組む人

間」になること、そして仲間と協力し合うことこそが、真の価値だということです。 

体育祭を通して「何を学んだか」は大切なことですが、「何ができるようになったのか」も振り返りの大事な視点で

す。この考え方が、次への自分の成長につなっていくはずです。 

「先輩から学び、認め合う」学校をつくる 

 

 
 

 
 

校長 福田 秀樹 

５月２５日は成瀬台中学校の４７年目の開校記念日でした。学校に残る記録では、１９７９年（昭和５４年）４月に、
２０学級８３５名の生徒で開校しています。創立３年目には、３０学級となり都内有数の大規模校になる時期もありま
した。卒業生の数は昨年度末で、１万５１４名となっています。 
その卒業生たちが築いてきた伝統と歴史を継承し、いかに発展させていくかを考えることが、開校記念日の意味

でもあると思います。第１学期の始業式で２年生・３年生には、学校生活のどのような取組にも、「目的」や「目標」、
「ねらい」が必ずあることについて、話をしました。 
開校記念日に当たり、改めて成瀬台中学校の『学校教育目標』を確認したいと思います。 
 
〇 〔自主〕 個性を生かし 自ら学び続ける人間 
〇 〔敬愛〕 自他を尊重し 思いやりのある人間 
〇 〔克己〕 困難に打ち克つ 心身ともにたくましい人間 
 
各教室の黒板の上に表示してあり、毎日目にするものですが、その意味を考える機会は少ないかもしれません。 
本日から本格的に始まる体育祭の取組を通して、どのように努力することが、学校教育目標が目指す「人間」に

近づくことになるのか考えてみましょう。 
５月１２日（月）の生徒会朝礼で発表された生徒会スローガンは、「認め合う～個性を尊重、挑戦を応援できる学

校～」でした。スローガンは、今年度の生徒会の目指す学校の姿です。学校の教育目標にもつながっていると感じま
す。さらに、今年度の体育祭の全体スローガンは、『五色の衝撃 INZM(イナズマ)』です。体育祭実行委員作成の
『体育祭新聞（第２号）』では、次のよう説明されています。 
「五色というのは、黄・緑・赤・青・紫の 5 つの団という意味」、INZM（イナズマ）については、「I：一生懸命、N：仲

良く協力して、Z：全力で挑む、M：負けない心」 
このスローガンの達成をしっかり意識し、体育祭への取組を通して「認め合う学校」「先輩から学べる学校」の礎

（土台）を築いてほしいと思います。体育祭本番での皆さんの活躍を期待しています。 



教育活動の様子  ６月のおもな予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１６日（金）、第１学年は「自主性・思いやり・素直」をキー
ワードに校外学習を実施しました。学級委員が企画・運営に
率先し、心をつなぐアクティビティや学年企画で楽しく１日を
過ごしました。「身近にこんな自然があったんだ。小学生の時
とは全部が違うな。」と中学生になったことを改めて実感する
生徒が多かったようです。今後の学校行事や学年行事に向
けて課題に取り組む姿に大きな成長が期待できます。 

【体育祭について】 
１ 延期のお知らせは tetoru にて連絡配信いた
します。 

２ 御参観いただく際には、本校発行の「二次元コ
ード付き入校証」を必ず御持参ください。 

→詳しくは「体育祭の御案内」を御確認ください。 

台中生の健闘を讃えて （敬称略） 
 

・テニス部 
東京都中学校テニス選手権大会地区代表 
３年生男子 ２名 

・野球部 
町田市中学校野球選手権シード権大会第３位 

・バドミントン部 
  第 56回町田市青少年の日スポーツ大会 第３位 

３年生女子 ２名 
 

第１学年校外学習（こどもの国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１６日（金）、第２学年は総合的な学習の時間にデフラグ
ビー日本代表選手を招いて、聴覚障がいの理解を深め、手
話を含めた体験学習を実施しました。様々なコミュニケーショ
ンの方法を知り、人権教育の推進に取り組んでいます。代表
選手のオーストラリア開催の国際大会での活躍を応援してい
ます。 

第２学年デフラグビー体験授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５月１６日（金）から１８日（日）までの２泊３日で、第３学年は

京都・奈良へ修学旅行に行ってきました。修学旅行は、社会
科、美術科、技術分野、国語など様々な教科横断型の学習が
体験的にできます。また、学年目標の「けじめ・責任・認め合
い」に向かって成長できる場面が多くあり、想定外の状況に
仲間と力を合わせて対応し、人間関係を深める絶好の機会と
なりました。 

第３学年修学旅行 
日 曜 内容 備考

1 日

2 月 安全指導

3 火 ＳＣ

4 水 体育祭予行 職員会議 午前授業

5 木

6 金 体育祭前日準備 ＳＣ

7 土 体育祭 雨天時：授業

8 日

9 月 振替休業日 体育祭予備日①

10 火 体育祭予備日② ＳＣ

11 水 職員会議

12 木 一斉委員会 Ｂ時程

13 金 中央委員会 内科検診(２年) 教育実習終 ＳＣ

14 土

15 日

16 月 成中タイム 生徒会朝礼

17 火 ＳＣ

18 水 職員会議　期末考査前部活動停止(～26日)

19 木

20 金 ＳＣ

21 土

22 日

23 月 全校朝礼　避難訓練

24 火 ＳＣ

25 水 期末考査

26 木 期末考査

27 金 期末考査 ＳＣ

28 土

29 日

30 月

ＳＣ＝スクールカウンセラー勤務日


